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Life-Space Assessment（LSA）および Frenchay Activities Index（FAI），健康関連 QOLは SF-12お




 対象は 4名であり，平均年齢は 85歳，性別は女性 1名，男性 3名であった．全員が 2人暮らしであ
り，キーパーソンは配偶者であった．傷病名は大腿骨近位部骨折が 2 名，外傷性クモ膜下出血が 1 名，
その他 1名であった． 
 以下に各尺度の平均値を示す．握力は右 17.2kg，左 13.3kg，MMSEは 26.0点，BIは 60.0点，SF-
12 は，国民標準値を 50 として，身体機能 20.0，日常役割機能・身体 34.3，体の痛み 43.8，全体的健
康感 51.9，活力 43.8，社会生活機能 41.9，日常役割機能・精神 39.2，心の健康 49.9，EQ-5D-5Lは 0.55，
LSAは 18.3，FAIは 2.0，ZBIは 27.3であった． 
【考察】 
 本研究の結果より，A 病院を退院し，訪問リハを利用する者は，ADL では中等度～重度の依存があ
り，IADLについても低活動のため，配偶者の介護負担度が高く，ZBIでカットオフ値である 25点を超
えており，抑うつ症状を呈している可能性がある．しかしながら，利用者本人の全体的健康感および心
の健康については国民標準値と同等の値であり，この状態を維持・向上させつつ，配偶者の介護負担感
を減らしていく必要がある．今後は，予定サンプルサイズを満たすことに加えて，訪問リハ利用による
効果を明らかにし，その課題について検証していく予定である． 
